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．メド
も
き
＊

　　　　　　　　

あ
じ
さ
い
の
咲
く
季
節
に
な
っ
た
。
但
馬
の
あ
ち
こ
ち
で
あ
じ
さ
い

　　　　　　　

の
花
が
咲
い
て
い
る
。
あ
じ
さ
い
は
顎
あ
じ
さ
い
を
原
種
と
し
て
作
ら

導

　

綴

れ
た
日
本
の
園
芸
品
種
で
あ
る

奈
良
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る

　　　　　　　

日
本
の
風
土
と
季
節
を
表
現
す
る
花
で
あ
り
、
私
た
ち
の
日
常
に
深
く

　　

－細

溶
け
込
ん
で
い
る
。

　　　　　　　　

あ
じ
さ
い
の
花
を
観
に
外
に
出
る
と
、
ま
だ
出
会
う
人
、
す
れ
違
う

轟
も

禽
ヌ
を
そ
ぎ
一
；
援
を
至
屋

そ
し

　　　　　　　

ま
っ
た
の
か
と
思
う
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
の
前
に
は
思
い
も
し
な
か
っ

　

．
慧謝

　　　　

た
マ
ス
ク
と
消
毒
が
当
た
り
前
の
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
足
掛
け
三
年
、
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
と

一
人

一
人

高

　

コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
足
掛
け
三
年
、
ヮ
ク
チ
ン
の
並長

と
ー
人
ー
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

三…鞠
今
。
の
頃
で
あ

随
。

・
な

　　　

ミ

甑

　

、

　

コ
ロ
ナ
は
６
月
２０
日
時
点
で
全
国
９
１
７
万
人
が
感
染
し
、
３
１
０

６
３
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
人
口
１
３
２
９
万
人
の
東
京
は
１
５
７

万
人
が
感
染
し
死
者
は
４
５
６
１
人
。
人
口
８
５
８
万
人
の
大
阪
は
９９

万
人
が
感
染
し
死
者
は
５
１
０
３
人
。
人
口
５
４
１
万
人
の
兵
庫
は
４３

万
人
が
感
染
し
死
者
は
２
２
４
６
人
。
死
者
の
実
数
は
大
阪
が
一
番
で

二
番
が
東
京
、
三
番
が
兵
庫
で
あ
る
。
大
阪
・
兵
庫
の
医
療
体
制
の
厳

し
さ
を
数
字
が
表
し
て
い
る
。

連
日
大
阪
の
知
事
や
市
長
が
テ
レ
ビ
に
出
て
、
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
あ

れ
こ
れ
発
言
を
し
て
人
気
を
得
て
い
た
が
数
字
は
リ
ア
ル
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
言
っ
て
も
、
医
療
体
制
が
脆
弱
で
医
療
崩
壊
を
起
こ
し
た

事
は
否
定
出
来
な
い
。
医
療
が
崩
壊
し
た
ら
死
者
が
増
え
る
。
医
療
体

制
を
作
り
支
え
る
の
は
国
や
自
治
体
の
行
政
の
役
割
で
あ
る
。
行
政
が

脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。

行
政
の
強
弱
を
決
め
る
の
は
政
治
の
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
は

国
民
の
投
票
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
。

　

一
票
が
生
活
と
命
に
直
結
す
る
と
思
え
ば
疎
か
に
は
出
来
な
い
。

梅
雨
晴
間
一
票
に
あ
る
重
さ
か
な

　　

な
お
規

に
Ｊ
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安
木

　

洪

　

理
事
長
あ
い
さ
つ

　

新
型
］
○
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
収
束
し
な
い
中
、
組
合
員

及
び
職
員
の
皆
さ
ま
が
、
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
日
々
の
活
動
を
担
っ

て
＜
だ
さ
つ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

　

○
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
が
一
刻
も
早
く
終
結

し
、
真
実
の
平
和
の
構
築
に
向
け

て
の
歩
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

強
＜
願
う
。

　

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
る

「調
和
の
と
れ
た
施
設
の

整
備
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

建
設
計
画
を
進
め
る
上
で
、

「所

長
の
後
継
問
題
」

「介
護
事
業
所

の
経
営
改
叢
巳

「組
合
員
の
理
解
」

等
の
問
題
が
あ
っ
た
。

　

「所
長
の
後
継
問
題
」
で
は
、

法
人
医
師
対
策
委
員
会
、
兵
庫
民

医
連
医
師
委
員
会
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
県
連
医
師
委
員
会
か
ら
所

長
医
師
・
担
当
医
師
が
派
遣
さ
れ
、

診
療
体
制
が
維
持
さ
れ
る
中
、
昨

年
１０
月
か
５
和
田
所
長
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
但
馬
地
域
の
特
性

に
応
じ
を
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

「介
護
事
業
所
の
経
営
改
善
」

で
は
、
収
益
増
を
図
る
た
め
利
用

件
数
の
増
加
に
努
め
て
き
た
が
、

厳
し
い
結
果
に
な
っ
た
。
今
後
も

経
営
の
安
定
化
の
た
め
、
職
員
不

足
の
解
消
に
努
め
て
い
＜
。
ま
た
、

診
療
所
に
お
い
て
は
、
診
療
に
関

し
て
具
体
的
な
強
み
・
良
い
所
を

広
め
て
収
益
増
に
つ
な
げ
る
必
要

が
あ
る
。
建
設
計
画
を
進
め
、
安

定
し
た
経
営
を
行
う
上
で
は
、
法

人
全
体
で
経
営
努
力
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

　

「組
合
員
の
理
解
」
で
は
、
組

合
員
や
職
員
に
対
す
る
建
設
計
画

の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し

て
、
改
め
て
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。

　

次
に
施
設
整
備
を
実
現
す
る
た

め
、
建
設
推
進
委
員
会
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
す
る
。

　

新
施
設
に
つ
い
て
は
、
医
療
と

介
護
の
一
体
的
事
業
展
開
を
図
り
、

地
域
の
く
ら
し
や
助
け
合
い
の
活

動
を
広
げ
て
い
く
上
で
大
切
な
課

題
だ
。

　

く
ら
し
の
助
け
合
い
の
会

「な

ん
な
っ
と
」
へ
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
支
援

や
た
ま
り
場
づ
く
り
を
進
め
、
助

け
合
い
や
健
康
づ
＜
り
の
活
動
を

よ
り
広
範
な
地
域
へ
と
広
げ
、
医

療
・
介
護
の
事
業
所
を
持
つ
医
療

生
協
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
発
揮

し
て
い
＜
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、

「医
療
生
協
ら
し
い

地
域
包
括
ケ
ア
」

「地
域
ま
る
ご

と
健
康
づ
く
り
」
を
進
め
、
地
域

で
の
役
割
を
発
揮
す
る
。
ま
た
、

自
治
体
と
の
連
携
を
強
め
、
対
外

的
に
も
伝
わ
る
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

　

組
合
員
・
職
員
・
地
域
住
民
の

声
を
聞
＜
中
で
、
建
設
計
画
案
・

中
長
期
財
政
計
画
を
策
定
す
る
。

支
部
の
自
主
的
な
活
動
を
援
助
し
、

建
設
計
画
の
土
台
と
な
る
仲
間
ふ

や
し
と
出
資
金
ふ
や
し
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
施
設
建
設
へ
の

懸
念
・
課
題
を
解
決
し
、
改
め
て

組
合
員
・
職
員
・
地
域
住
民
の
要

求
に
応
え
た
建
設
計
画
を
提
案
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
支

部
・
地
域
・
事
業
所
で
、
新
施
設

に
つ
い
て
の
積
極
的
な
議
論
を
深

め
、
よ
り
よ
い
計
画
と
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
だ
い
。

　

］
○
ナ
禍
で
多
＜
の
制
約
が
あ

る
中
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し

て
業
務
遂
行
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
職
員
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
心
よ

り
感
謝
す
る
。

－議
案
提
案

　　　　

一

　

２
０
２
２
年
度
の
事
業
と
運
動
の

す
す
め
方
等
、
５
議
案
を
提
案
し
た
。

ー

　

討
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－
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新
施
設
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

診
療
所
・
介
護
事
業
所
・
組
合
員

活
動
の
場
の
総
合
的
な
施
設
が
、

今
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、

現
在
バ
ラ
バ
ラ
の
も
の
が

一

　

つ
に

な
る
こ
と
で
連
携
が
強
ま
り
、
魅

力
的
な
も
の
と
な
る
。
計
画
を
早

く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　

さ
ら
に
、
組
合
員
か
５
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ヨ
１
ト
ス
テ
イ
や

特
養
等
を
要
望
す
る
声
が
あ
る
。

　

南
但
・
北
但
西
部
か
ら
の
、
医

療
・
介
護
等
の
要
望
に
も
、
で
き

る
こ
と
か
ら
関
わ
っ
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
。
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神
美
支
部
は
９
人
の
総
代
を
選

出
し
た
。
今
回
の
総
代
会
は
参
加

人
数
を
し
ぼ
っ
て
行
う
と
の
連
絡

を
受
け
、
そ
の
中
か
ら
改
め
て
出

席
者
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら
す
、

支
部
長
と
し
て
辛
い
立
場
に
立
た

さ
れ
た
。
参
加
人
数
を
限
定
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
初
め
か
ら
定
数
を

減
５
し
て
は
ど
う
か
。

介
ト

陽

　

／
　

　

　

陽

　

づ　　

和

　

オ

るつぼぅ通信２０２２年７月１５日（３）

昨
年
１０
月
に
る
つ
ぼ
う
診
療
所

の
所
長
に
就
任
し
た
。
予
防
接
種
・

健
診
・
リ
ハ
ビ
リ
・
在
宅
医
療
等
、

患
者
と
関
わ
る
中
で
、
人
生
の
最

終
段
階
で
の
医
療
に
つ
い
て
事
前

に
本
人
・
家
族
と
医
療
者
が
話
し

合
う
取
り
組
み

（Ａ
Ｃ
Ｐ
）
が
必

要
だ
。
る
つ
ぼ
う
診
療
所
が
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
し
だ
い
。

　

法
人
の
各
事
業
所
や
委
員
会
が

同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
、
よ
り
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

一

　

顧
調
の
ま
と
め

　　　

－

新
施
設
建
設
計
画
や
、
南
但
・

北
但
地
域
か
ら
の
医
療
・
介
護
等

の
要
望
に
つ
い
て
、
左
じ
ま
医
療

生
協
の
未
来
を
見
据
え
て
進
め
て

い
き
た
い
。

　

総
代
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
定

款
で
決
ま
っ
て
い
る
。
今
回
は
］

○
ナ
の
状
況
を
み
て
、
出
席
者
を

限
定
し
て
の
総
代
会
と
し
た
。

一

　

表

彰

　　　　　

一

支
部
表
彰

　

新
田
・
中
筋
支
部

（コ
□
ナ
禍

　

で
の
訪
問
に
よ
る
加
入
促
進
）

　

や
ぶ
支
部

（養
父
市
独
自
の
高

　

齢
者
補
聴
器
購
入
補
助
実
現
）

事
業
所
表
彰

　

る
つ
ぼ
う
診
療
所
、
介
護
事
業

所
え
が
あ
の
４
事
業
所

（コ
□

　

ナ
感
染
リ
ス
ク
の
中
で
事
業
の

　

継
続
に
尽
力
）

永
年
勤
続
表
彰
（勤
続
１０
年
）

　

古
谷

　

弥
生
さ
ん

　

平
井

　

美
干
代
さ
ん

春
木

　

圭
介
さ
ん

－

　

採

決

　　　　　

－

　

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

－

　

新
旧
役
員
紹
介

　　　

－

理
事安

木
木
下

西
垣

藤
井

洪
（理
事
長
・
代
表
理
事
）

和
茂

（副
理
事
長
）

　

栄

（副
理
事
長
）

高
雄

（副
理
事
長
）

松
本

　

幹
雄

　　

（専
務
理
事
・
代
表
理
事
）

池
田

　

恵
子

井
塚

　

郁
子

稲
葉

　

一
明

江
中

　

陽
子

岡
本

　

妙
子

岡
本

　

忠
夫

（新
任
）

小
坂
み
ど
り

佐
伯

　

久
雄

谷
岡
ま
さ
子

中
川

　

健
一

藤
原

　

敏
憲

古
池

　

佳
子

前
田

　

恵
利

松
田

　

直
美

（新
任
）

宮
本

　　

徹

森
田

　　

治

（新
任
）

吉
垣

　

忠
和

和
田

　

茂
孔

和
田
八
千
代

和
田

　

陽
介

（新
任
）

名
誉
理
事
長

前
田

　

貞
夫

千
葉

　　

格

監
事伊

藤

　

邦
明

中
村

　

典
子

橋
本

　

．
郎

退
任
理
事

梅
垣

　

恵
子

川
嶋

　

正
弘

彦
坂

　

陽
子

宮
本

　

加
代

新
田
・
中
筋
支
部

石
黒

　

誠
一

岡

　

美
佐
子

小
田
垣
洋
子

神
尾
与
志
度

小
西

　

恵
子

高
田

　

雅
子

南
北
美
津
枝

藤
田
喜
久
子

村
岡

　

敏
和

和
田

　

和
人

神
美
支
部

秋
和

　

吉
数

岡
本
留
美
子

　

田
和

　

良
樹

潰
上

　

妙
子

和
田

　

妙
子

鶴
城
支
部

稲
葉

　

麗
子

越
智
さ
か
枝

正
垣

　

利
秋

竹
中

　

明
規

福
井

　

康
子

亀
城
支
部

安
治
川
敏
明

足
立
美
都
子

木
下

　

賢
司

千
野

　

節
子

千
葉

　

保
子

脇

　　

良
伸

北
西
支
部

池
田
志
津
恵

井
上

　

久
子

奥

　　

君
子

金
津

　

久
子

小
西

　

一
美

島
貫

　

敏
乃

高
橋

　

増
子

広
瀬

　

幸
子

松
島
美
代
子

村
岡

　

鹿
子

岡
本

　

邦
夫

貝
□

　

正
規

中
島

　

昌
己

百
合

　　

功

岩
崎

　　

勇

小
牧

　　

忍

高
垣

　

圭
介

中
島

　

嗣
夫

安
治
川
陽
子

金
子
喜
代
美

高
尾
伊
津
美

千
葉

　　

格

山
西

　

洋
平

上
田

　

伴
子

中
家

　

和
美

長
野

　

桂
子

前
田

　

嶺
子

村
岡
ま
ゆ
み

米
田
も
と
み

日
高
支
部

大
植

　

厚
子

尾
崎

　　

緑

中
嶋
八
重
子

成
田

　

浩
文

柳
沢

　

義
春

朝
来
支
部

足
立

　

重
明

波
多
野
増
美

や
ぶ
支
部

上
田

　

政
己

津
崎

　

和
男

き
た
み
支
部

川
崎

　

綾
子

高
尾

　　

仁

西
村

　

素
子

美
方
支
部

池
田

　

芳
久

南
恒
久
美
子

出
石
支
部

田
中

　

早
苗

　

西
野

　

信
義

湊
崎
紀
代
美

職
員小

谷

　

文
子

福
井

　

和
佳

古
谷

　

弥
生

森
田
寿
美
子

中
奥

　

正
幸

福
井

　

朋
子

宮
本

　

利
明

八
木

　

哲
夫

和
田

　

忠
司

岡
本

　

：
介

曽
我

　

律
子

長
岡

　

正
樹

宮
嶋
恵
美
子

桑
島

　

哲
朗

藤
室

　

清
子

竹
山

　

公
八

藤
原

　

広
巳

小
林

　

良
子

谷
岡

　

滋
雄

平
井

　

康
正

橋
本

　

文
子

宮
下
玄
比
古

西
野

　

章
子

道
北
紀
代
江

春
木

　

圭
介

福
島
小
百
合

宮
田

　

由
紀

　
　月

　　

芳
江

２
０
２
２
年
度
総
代



認
知
症
ほ
っ
と
⑩

　

ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
‐

２０２２年７月１５日（４）

　

「実
は
認
知
症
だ
っ
て
診
断
さ
れ

ち
ゃ
っ
て
ね
～
。
こ
れ
か
ら
迷
惑
か

け
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
よ
ろ
し
＜

頼
む
よ
」
と
、
気
軽
に
周
囲
に
話
せ

る
時
代
は
ま
だ
先
の
っしと
で
し
よ
う

か
。
認
知
症
の
人
と
］
ミ
ユ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
う
え
で
迷
う
こ
と
を

取
り
上
げ
ま
す
。

　

以
下
三
豊
市
立
西
香
川
病
院
医
師

の
大
塚
智
丈
氏
の
論
文
を
一部
紹
介

し
ま
す
。

るつぼう通信第１６２号

　

認
知
症
の
治
療
を
受
け
て
い
る
万

に
「認
知
症
に
な
っ
て
辛
い
こ
と
は

何
で
す
か
」
と
問
う
と
、

「な
に
か

つ
ら
い
言
う
て
、
周
り
の
者
が
い
ま

ま
で
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
＜
れ
な

く
な
っ
た
の
が
一番
つ
ら
い
で
す
わ
」

と
の
こ
と
。

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
に
は
、

自
分
が
ど
う
扱
わ
れ
る
か
に
敏
感
な

人
が
多
い
よ
う
で
す
。
本
人
は
自
信

低
下
、
自
尊
心
の
傷
つ
き
、
負
い
目

や
罪
悪
感
、
自
分
だ
け
は
じ
き
出
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
疎
外
感
、
孤
独
感

な
ど
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
氏
は
「長
生
き
す
れ
ば
だ
れ

で
も
認
知
症
に
な
り
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
は
、
も
の
忘
れ
や
失

敗
が
多
い
か
少
な
い
か
よ
り
、
楽
し

み
や
満
足
が
多
い
か
少
な
い
か
の
ほ

う
が
大
切
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

（日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
誌
２
０
２

０
、

１９
１
，２
）。

決
定
的
な
予
防
法
は
な
＜
、
早
い

遅
い
や
程
度
の
差
は
あ
れ
、
多
く
の

人
が
体
験
す
る
世
界
で
す
。
で
き
る

だ
け
良
い
状
態
で
長
＜
過
ご
す
こ
と

を
目
標
に
し
ま
す
。
必
要
な
対
応
を

い
く
つ
か
あ
げ
ま
す
。

　

で
き
な
い
こ
と
、
間
違
い
、
失
敗

を
指
摘
さ
れ
続
け
る
と
、
だ
れ
で
も

悲
し
＜
、
不
安
が
高
ま
り
、
怒
り
す

ら
感
じ
て
き
ま
す
。
特
に
困
ら
な
い

限
り
「間
違
い
」
は
訂
正
し
ま
せ
ん
。

日
時
、
年
齢
、
ス
ケ
ジ
ユ
１
ル
な
ど
。

忘
れ
て
も
さ
ら
り
と
受
け
止
め
ま
す
。

一
方
で
、
で
き
る
っしと
、
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
は
大
き
＜
称
賛
し
、
本
人
が

気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
も
ほ
め
言
葉

に
す
る
と
、
自
信
や
意
欲
を
増
し
ま

す
。

　

「認
知
症
が
進
ま
な
い
よ
う
が
ん

ば
れ
」
と
い
う
励
ま
し
は
、
進
行
し

た
ら
本
人
の
責
任
と
い
う
こ
と
に
。

息
苦
し
さ
を
増
強
さ
せ
ま
す
。
む
し

ろ
「あ
な
た
ら
し
く
楽
し
＜
生
き
て

ほ
し
い
。
そ
の
ま
ま
で
い
い
」
と
い

う
か
か
わ
り
に
近
づ
け
る
と
い
い
と

ユニセフ

ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

前
田
恵
利

思
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
い
な
い
か
の
ご

と
＜
本
人
が
ふ
る
ま
う

「否
認
」
と

い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
安
定
し
て
い
れ
ば
、

事
実
を
何
度
も
説
明
し
正
確
な
病
気

の
知
識
を
も
た
せ
よ
う
と
強
制
し
ま

せ
ん
。

本
人
に
と
っ
て
、
起
こ
っ
た
こ
と

を
受
け
入
れ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
苦

し
＜
つ
ら
い
の
で
、
あ
え
て
認
め
な

い
よ
う
に
し
て
自
分
を
保
っ
て
い
る

っしと
も
あ
る
の
で
す
。

　

次
回
は
認
知
症
が
進
行
し
た
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
１
シ
ョ
ン

で
す
。

　　
　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

　　

　　
　

　
　　
　
　
　
　

　

２
０
２
２
年
度
た
じ
ま
医

療
生
活
協
同
組
合
の
総
代
は

何
人
で
し
ょ
う
？

④
２５
人

⑧
７５
人

　

◎

１
０
０
人

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

て
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生

協
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を

添
え
て

「左
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ

ズ
係
」
ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記
載

を
ご
希
望
の
万
は
、
併
せ
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
８
月
１５
日
で
す
。

ご
意
見
ふ
し感
想
よ
り

●
診
察
だ
け
で
な
く
、
検
診
で
も
お

　

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
緊

　

張
し
な
が
ら
で
す
か
、
皆
さ
ん
優

　

し
＜
、
丁
寧
に
説
明
も
し
て
い
た

　

だ
き
、
受
け
て
よ
か
っ
た
な
、
来

　

年
も
必
ず
受
け
よ
う
と
思
い
を
新

　

た
に
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
前
□５
の
る
つ
ぼ
う
診
療
所
和
田
所

　

長
先
生
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
１
シ
ョ
ン

　

の
記
事
を
読
ん
で
、
リ
ハ
ビ
リ
に

　

も
色
々
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
今

　

後
も
先
生
に
色
々
な
病
気
に
つ
い

　

て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・

「認
知
症
ほ
っ
と
」
を
欠
か
さ
ず

　

読
ん
で
い
ま
す
。
日
本
人
っ
て
、

　

愛
情
表
現
が
苦
手
で
す
よ
ね
。
相

　

手
に
好
意
を
伝
え
る
こ
と
っ
て
、

　

お
互
い
室
尊
重
し
て
、
高
め
合
う
っ

　

て
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

前
回
の
答
え
は
「④
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
１
」
で
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ブ
キ
ャ
ッ
ト
さ
ん

　

金
豆岡
市
）

平
和
が
一番
さ
ん

　　

命
豆岡
市
）

平
和
の
折
り
鶴
さ
ん

（朝
来
市
）

ウクライナ緊急募金
ユニセフによる、 ウクライナ国内での

支援を拡充し、 近隣諸国での難民支援を

展開するための募金にご協力いただきあ

りがとうございました。 皆様から寄せら

れた９２，６３３円は、 公益財団法人日本ユニ

セフ協会に送金させていただきました。

　
　
　　

支

展
り
れ
セ

１
刈

０１０

　
　
　

　　　
ｉｎｆｏ＠ｔａ」ｉｍａ‐Ｃｏｏｐ．ｃｏｍ

豊岡市今森４６５‐１
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　　　Ｇ
Ｕるつぼぅ通信２０２２年７月１５日（５）

委
員
会
だ
よ
り

健
康
推
進
委
員
会
は
、
存
じ
ま

医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
の
、
健

康
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
月
１
回
委
員
会
を
開
い
て

い
ま
す
。

取
り
組
み
と
し
て
は
、

「健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
、
豊
岡
市
と
の

懇
談
を
通
じ
た
医
療
・
介
護
施
策

の
充
実
を
求
め
る
要
望
等
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡

店
で
の

「ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
Ｌ
や
る
つ
ぼ
－「謎
膳
所
で
の
「抱
っ

こ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
］
□
ナ

の
た
め
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

コ
○
ナ
禍
で
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
、
運
動
不
足
や
栄
養
不
足
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
＜
な
る
な

ど
の
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
態
が
続
＜
と

「フ
レ

イ
ル
」
に
近
づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

「フ
レ
イ
ル
Ｌ
と
は
心
身
と
も
に

機
能
が
低
下
し
、
社
会
的
つ
な
が

り
か
弱
＜
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
摂

る
こ
と
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ

と
、
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

４
月
２９
日
に

「
フ
レ
イ
ル
を
予

防
し
て
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
」

健
康
推
進
委
員
会

看デ ーもむＬ・▲

　

せ

、

．Ｌ．

警醒　　　 　

　

　　　　　 　　

蹄キト・－▼

　　

－汽 誘 う
－

　　　

　　　　

　　　　　　

　　

　　　

　　 　　

　　　　　

　　　 　 　 　 　　

　　　　　　　

　

と
題
し
た
集
会
を
行
い
、
チ
ェ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
小
西
晶
子
さ
ん
に
、
椅
子
を
使
っ

て
簡
単
に
で
き
る
運
動
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
で
き
る
範
囲
で

運
動
を
続
け
て
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、

］
□
ナ
禍
を
乗
り
越
え
ま
し
よ
う
。

ひよう
ご
ま
る
ご
と

健
康
チ
ャレ
ン
ジ
２
０
２
２

毎
年
行
っ
て
い
る
、
兵
庫
県
内

の
医
療
生
協
や
購
買
生
協
な
ど
と

の
共
催
の
取
り
組
み
で
す
。
今
年

も
７
月
下
旬
頃
か
ら
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
じ
ま
医

療
生
協
事
務
局
ま
で
。
参
加
希
望

の
万
に
は
７
月
中
旬
頃
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

『な
ん
な
っ
と
』
通
信

　

「な
ん
な
っ
と
」
で
は
障
子
張
替

え
と
網
戸
張
り
替
え
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
は
、
診
療
所
事
務
所
の

網
戸
が
破
れ
て
い
て
修
理
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。

（ま
だ
そ
の

頃
な
ん
な
っ
と
は
無
か
っ
た
）
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
障
子
張

替
え
講
習
会
に
参
加
も
し
て
い
た

の
で
、
や
れ
ば
で
き
る
＜
ら
い
の

思
い
で
し
た
。

　

国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
時
代
の
先
輩
Ａ
さ

ん
と
の
作
業
で
し
た
が
、
そ
れ
は

そ
れ
は
こ
だ
わ
り
の
持
ち
主
。
用

具
の
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
の
刃
の
薄

さ
・
使
用
す
る
障
子
紙
の
強
弱
・

の
り
と
薄
め
る
水
の
分
量
・
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
て
濃
さ
の
調
整
な
ど

面
倒
が
ら
ず
む
し
ろ
楽
し
み
な
が

ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

「なんなつと事務局」
宜ｒ０７９６・２４・７０１５

一緒に「助け合い活動」に
参加しませんか？

お問い合わせは

」

５
リ
．

　

な
ん
な
っ
と
支
援
員

　　

湊

　

崎

　　　

博

私
も
弟
子
と
し
て
し
っ
か
り
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
蜂
の
巣

駆
除
の
作
業
も
や
り
ま
し
た
。
夕

方
に
な
れ
ば
蜂
の
動
き
が
鈍
＜
な

る
と
の
こ
と
で
、
夕
暮
れ
を
待
ち
、

雨
具
と
防
虫
ネ
ッ
ト
の
帽
子
を
か

ぶ
り
完
全
防
護
姿
で
除
去
に
成
功
。

（暑
さ
と
冷
や
汗
で
全
身
ぐ
っ
し
よ

り
で
し
た

・
・
）

　

年
を
重
ね
て
き
た
今
日
ま
で
、

た
＜
さ
ん
の
方
た
ち
に
お
世
話
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
少
し
で
も

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
無
理
に
背
伸
び
を
し

な
＜
と
も
出
来
る
時
に
、
出
来
る

こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
日
々

健
康
で
元
気
に
、
そ
し
て
ち
よ
っ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
せ
て
も
ら
っ

て
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

００

００

るつぼう診療所

　

診療時間
診療体制 月 火 水 木 金 土

　

時
卿

前
１２

午
瀞

○ ○ ○ ○ ○ ○

午後 ／ ～往診・予防接種～

　

時
叩闘／ ０ ０

Ｌ

　

＼ るつぼぅ診療所 」〔
リ

　　

麟

〒６６８０８５１豊岡市今森４６５１窄ｇ畳：繋留

　

診 療 所 看 護 師（非常勤）

　　　

介護事業所 えがお

　　　　　

介護支援専門員（常勤．非常勤）

〒６６８０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号．１０２号

　　

訪 問 看 護 師（常勤．非常勤）

居宅介護支援事業所ぇがお 撃砕 酷暑

　

訪問入浴看護師（非常勤）

訪問看護ステーシ ンぇがお 龍にｇｉき萱

　

訪問入浴介助員（非常勤）

ヘルパーステー“ンぇかお 窄 砕２捲き 担当 松本．瀬渡まで

訪問入浴サービスぇがお 鶴に豆擢

　

（ＴＥＬＯ７９６‐２４‐７Ｏ３５）
２

　

８　ｎｏ

　

ｒ「）

　
　

受
受

療
療

診
診

前
後
診

午
午
琳

間

　

祝

時

　

・

付

　

曜

受

　　

日
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虹のひろば虹

　
　
和
平

行‐
』

．， ミ
ー
． 」

島
出
身
の
日
本
の
総
理
大
臣
が
な
ぜ

核
兵
器
廃
絶
と
い
え
な
い
の
で
し
よ

う
。
「核
廃
絶
」
は
世
界
の
流
れ
で

す
。
但
馬
各
地
で
元
気
に
訴
え
９
巳

鳥
取
県
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

県
を
出
発
し
た
『国
民
平
和
行
進
』

日
本
海
］
ー
ス
は
７
月
４
日
豊
岡
河

梨
峠
で
京
都
府
か
５
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
］
□
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
の
行

進
で
す
。

「核
兵
器
は
絶
対
い
５
な

す う 核 島 い 進

　

し 梨

　

日

　

県
ｏ

　

ｏ 兵 出 」 で 左 峠 本 を 広
但 「 器 身

　

、 す

　

ｏで 海 出 島
馬 核 廃 の 世

　

ｏ

　

］ 京 ］ 発 に
各 廃 絶 日 界 「 □ 都 －

　

し 向
地 絶 と 本

　

で 核 ナ 府 ス だ け
で 」 い の 唯 兵 禍 か は 『 て

　　　　　　

ー

　

７

　

玉

　

６

月
４
日
、
富
山

　

で、

唯

の

爆
　
広

御殿まり

　　

出石支部

　

西野操子さん

グラウンド・ゴルフ大会
５月１６日に豊岡市の玄武洞スポー

ツ公園で行い、６７人が参加しました。
好天に恵まれ、 さわやかな午後の

ひと時を過ごしました。
次回は秋に開催を予定しています。

美方支部

　

瀬戸浦照子さん

署名が入った返信用封筒の裏面に
書いて送っていただきました。

１絵手紙や手芸作品の写真などをお寄せください。紹介させていただきます。１

わたしのおすすめレシピ
② 施 巻 き 寿 司

　

～暑い夏をさっぱりと～ 栄養士

　

岸 本

　

美 津 子

‐

　　　　

．

　　　　　　

－
、

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　

－

　　　　　　　

ー
　　　　　　　　　

　　　　　　

１

　

米を少しかために炊＜。 寿司酢を合わせてさっと加熱し、 炊きあがった飯に混ぜる。
２

　

卵に調味料を入れ、１枚の卵焼きを作り縦に６等分する。
３

　

梅干しー、 種を除いて包丁で細か＜たたきペースト状にする。
４

　

青じそー 縦半分に、 キュウリは塩ずりをして縦に細く切る。
５

　

巻き可の上に寿司海苔と寿司飯を広げ、 具をのせて巻く。

　

巻＜ときは、 具材を軽＜支えながら一気に巻き込む。

　　　　

‐、

　　

　　　　

　　

　

　　　　　　　　

▼

　　　　

－
ｒ

　　　　　　

▼

　　

▼

　　　　

‐吃‘，

　

ー－－．－－Ｌ－－
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
ー白

　　

′

　

．，‐一

　　

－

　

－

＊巻きすかない時は、 アルミホイルを２～３重に重ねたものを使うと、
安定して均一に巻＜ことができます。
慣れないうちは、 寿司海苔を縦半分にして半分ずつ巻いても良いです。
お弁当にも、 今から練習してお祭りや節分にも作ってみませんか？

　　

ー－－ー．，〆鰐誹
”

，棲 もう嘉納．－

　

－

ｒ材料（４人分）））

　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

ドマ

　

一

　　

・，
ｕｌ－－

　　

－

　

－

　　

－－′ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

　

管

　

ｒ

　　

・‐，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　

　　　

、′

　　

△

　　　　

一

　　　　　　　　　　　　

や

　　　　　

・

　　　　　　

÷

　　　　　　　　　　　

ゃ

　　　　

●

　

号

　

′

　

‘

　　　

！；妻辱●寿司飯

　　

米２合

　

寿司酢 （酢大さじ３、 砂糖大さじ２、 塩小さじ１）

．寿司海苔

　

３枚

・卵焼き

　　

卵３個

　

砂糖、 塩、 だし

　

各少々

　　

サラダ油適宜

●梅干し

　　

大３個

●カニ風味かまぼこ

　

９本

ｒ一＼′－‐Ａ


